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1. 平成23年12月期第３四半期の業績（平成23年１月１日～平成23年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第３四半期 1,627 △20.5 31 △78.8 35 △76.9 27 △80.1

22年12月期第３四半期 2,045 ― 149 ― 153 ― 139 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第３四半期 969 56 ―

22年12月期第３四半期 4,876 23 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第３四半期 1,496 1,083 72.4 37,937 27

22年12月期 1,477 1,054 71.4 36,939 37

(参考) 自己資本 23年12月期第３四半期 1,083百万円 22年12月期 1,054百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年12月期 ― 0 00 ―

23年12月期(予想) 0 00 0 00

3. 平成23年12月期の業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,450 1.2 90 19.2 95 18.5 75 12.9 2,626 60



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

す。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期３Ｑ 28,584株 22年12月期 28,584株

② 期末自己株式数 23年12月期３Ｑ 30株 22年12月期 30株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期３Ｑ 28,554株 22年12月期３Ｑ 28,554株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による経済活動の低下や福島原発事故等

に伴う電力供給問題の発生に加え、欧州の債務問題による金融市場の混乱や円高の長期化等、先行きの

リスク要因による景気の下振れが懸念されており、不透明感がぬぐいきれない厳しい状況で推移しまし

た。 

情報サービス業界におきましては、システム開発業務の内製化、新規投資抑制やシステム運用コスト

の圧縮等の従前の動きに加え、関東地区の企業で計画されていた情報化投資の凍結や延期など、厳しい

経営環境で推移いたしました。このような状況の下、当社は継続して、販売費及び一般管理費をはじめ

とする固定費の削減、当社の強みを生かしたソリューションの推進やプロジェクト管理の強化による利

益率の改善に取り組んでおります。 

当第３四半期累計期間においては、ソリューションサービス事業におけるシステム開発プロジェクト

の受注は順調に推移したものの、当第３四半期会計期間末までに完成する大型プロジェクトが前年に比

較して減少したこと、エンジニアリングサービス事業において震災の影響による計画遅延や納期変更な

どが発生したことから、当第３四半期累計期間の売上高は1,627,325千円（前年同期比20.5％減）、営

業利益は31,726千円（前年同期比78.8％減）、経常利益は35,348千円（前年同期比76.9％減）、四半期

純利益は27,684千円（前年同期比80.1％減）となりました。 

  

セグメント別の概況は次のとおりであります。 

・ソリューションサービス事業 

製造業向けソリューションサービスの受注は堅調であり、業務の効率化を支援する自社ソリューショ

ン、新規格住宅の設計積算システムや構造判定システムが伸長いたしました。また、住宅向け太陽光パ

ネル見積・積算システムの受注も順調に拡大しており、メガソーラー用システム、ならびにそれらの設

備保守サービスシステムへの展開を実施しております。新たな取り組みであるＰＬＭ事業（※１）、な

らびにＨＣＭ事業（※２）におきましては、製造業のグループ経営やグローバル化の流れを受け順調に

進展しております。 

これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は807,966千円、営業利益は144,825千円となりまし

た。 

  

・エンジニアリングサービス事業 

防災・減災分野では、地盤・構造物耐震解析や施設長寿命化計画策定業務が堅調に推移しましたが、

東日本大震災の復旧・復興支援に関連した津波解析、市街地復興検討での土量算定や地理情報データ解

析業務については来期以降に受注が拡大する見通しです。 

環境及び交通分野では、河川・海域関連の水理・水質業務は堅調であり、国土交通省の大都市交通セ

ンサス業務や、民間事業の環境アセスメント業務の受注も底堅く推移しております。 

一方で、震災の影響により、大規模商業施設の出店支援業務の計画遅延が発生したほか、地理情報や

位置情報に関連するシステム開発案件の受注が、企業の情報化投資の凍結や延期により不振に終わりま

した。 

これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は819,358千円、営業利益は65,422千円となりまし

た。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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※１：ＰＬＭ（プロダクト・ライフサイクル・マネジメント） 

製造業において、製品開発期間の短縮、生産工程の効率化、及び顧客の求める製品の適時市場投入

が行えるように、企画・開発から設計、製造・生産、出荷後のサポートやメンテナンス、生産・販売

の打ち切りまで、製品にかかわるすべての過程を包括的に管理すること。 

※２：ＨＣＭ（ヒューマン・キャピタル・マネジメント） 

社員一人ひとりの能力を最大限に引き出すための仕組み。組織として多様な才能や個性を組み合わ

せて、社員の能力が望ましい方向に向かって発揮できる状況を作り出すことを目指すソリューショ

ン。 

  

当第３四半期会計期間末の総資産は、1,496,322千円となり前事業年度末と比較し18,570千円増加し

ました。これは主に、受取手形及び売掛金41,416千円及び前払費用14,848千円が減少したものの、現金

及び預金60,571千円及びたな卸資産12,503千円が増加したためであります。 

当第３四半期会計期間末の負債は、413,061千円となり前事業年度末と比較し9,923千円減少しまし

た。これは主に、資産除去債務10,212千円の計上及び支給対象期間の関係から賞与引当金が48,700千円

増加したものの、未払消費税等を含むその他流動負債53,387千円及び前受金13,965千円が減少したため

であります。 

また、当第３四半期会計期間末の純資産は、四半期純利益を27,684千円計上したことにより、前事業

年度末から28,493千円増加し、1,083,260千円となりました。 

  

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比

べ60,571千円増加し、811,220千円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は、66,894千円（前年同期は382,809千円の収入）となりました。こ

れは主に、未払消費税の減少21,788千円及びたな卸資産の増加12,503千円並びに法人税等の支払

5,161千円があったものの、税引前四半期純利益34,195千円を計上したこと、売上債権の減少41,416

千円及び賞与引当金の増加48,700千円があったためであります。 

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動の結果使用した資金は、6,323千円（前年同期は9,947千円の支出）となりました。これは

主に、情報化等投資を行ったためであります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動によるキャッシュ・フローはありません。 

  

現時点において、平成23年２月14日に公表しました業務予想に変更ありません。 

(2) 財政状態に関する定性的情報

キャッシュ・フローの状況の分析

(3) 業績予想に関する定性的情報
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① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

④ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予想やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

この変更に伴う、営業利益及び経常利益に与える影響は軽微であり、税引前四半期純利益は、

3,639千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

10,212千円であります。 

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 811,220 750,648

受取手形及び売掛金 166,332 207,748

商品 18,022 20,880

仕掛品 316,874 301,132

貯蔵品 935 1,317

前払費用 76,047 90,895

その他 3,227 8,140

貸倒引当金 △2,680 △3,049

流動資産合計 1,389,980 1,377,714

固定資産

有形固定資産 29,179 22,803

無形固定資産 6,775 6,343

投資その他の資産

差入保証金 62,206 64,128

その他 27,034 27,415

貸倒引当金 △18,853 △20,653

投資その他の資産合計 70,387 70,891

固定資産合計 106,342 100,037

資産合計 1,496,322 1,477,751

負債の部

流動負債

買掛金 86,627 89,108

未払法人税等 5,525 7,286

前受金 148,655 162,621

賞与引当金 64,745 16,045

受注損失引当金 19,825 20,019

その他 71,782 125,170

流動負債合計 397,162 420,251

固定負債

長期未払金 2,732 2,732

資産除去債務 10,212 －

繰延税金負債 2,953 －

固定負債合計 15,899 2,732

負債合計 413,061 422,984
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 600,000 600,000

資本剰余金 391,755 391,755

利益剰余金 94,124 66,439

自己株式 △3,033 △3,033

株主資本合計 1,082,846 1,055,162

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 413 △395

評価・換算差額等合計 413 △395

純資産合計 1,083,260 1,054,766

負債純資産合計 1,496,322 1,477,751
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 2,045,824 1,627,325

売上原価 1,526,648 1,241,397

売上総利益 519,176 385,927

販売費及び一般管理費 369,415 354,200

営業利益 149,760 31,726

営業外収益

受取利息 2,237 3,155

受取配当金 112 343

受取手数料 967 －

その他 156 122

営業外収益合計 3,474 3,621

経常利益 153,235 35,348

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,040 2,169

特別利益合計 1,040 2,169

特別損失

投資有価証券評価損 9,999 －

減損損失 1,200 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,321

特別損失合計 11,199 3,321

税引前四半期純利益 143,075 34,195

法人税、住民税及び事業税 3,840 3,840

法人税等調整額 － 2,670

法人税等合計 3,840 6,510

四半期純利益 139,235 27,684
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 143,075 34,195

減価償却費 6,632 7,827

投資有価証券評価損益（△は益） 9,999 －

減損損失 1,200 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,040 △2,169

賞与引当金の増減額（△は減少） 48,132 48,700

受取利息及び受取配当金 △2,350 △3,498

売上債権の増減額（△は増加） 34,788 41,416

たな卸資産の増減額（△は増加） 62,649 △12,503

仕入債務の増減額（△は減少） 53,071 △2,481

未払消費税等の増減額（△は減少） 35,461 △21,788

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,321

その他 △6,040 △24,262

小計 385,580 68,757

利息及び配当金の受取額 2,350 3,298

法人税等の支払額 △5,121 △5,161

営業活動によるキャッシュ・フロー 382,809 66,894

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △4,660 △7,706

無形固定資産の取得による支出 △5,620 △1,181

投資有価証券の取得による支出 △1,003 △1,031

投資有価証券の清算による収入 － 700

貸付金の回収による収入 153 73

差入保証金の差入による支出 △386 △203

差入保証金の回収による収入 669 2,126

その他 900 900

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,947 △6,323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 372,861 60,571

現金及び現金同等物の期首残高 480,922 750,648

現金及び現金同等物の四半期末残高 853,783 811,220
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該当事項はありません。 

  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。 

当社は、事業部門を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「ソリューションサ

ービス事業」と「エンジニアリングサービス事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「ソリューションサービス事業」は、ＣＡＤ、ＧＩＳ、ＰＤＭなど、自社開発又は他社販売のパッ

ケージなどをカスタマイズし、顧客の問題解決に最適なシステムの構築を行っております。 

「エンジニアリングサービス事業」は、データ解析・数値シミュレーション技術をベースに、主に

環境分野を対象にした計算や解析サービスを行っております。 

  

当第３四半期累計期間(自  平成 23年１月１日  至  平成23年９月30日) 

 
(注) １ セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費(全社費用)であります。 

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

(追加情報) 

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

① 報告セグメントの概要

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注１)

四半期損益計
算書計上額
(注２)ソリューション

サービス事業
エンジニアリング
サービス事業

売上高

  外部顧客への売上高 807,966 819,358 1,627,325 ― 1,627,325

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 807,966 819,358 1,627,325 ― 1,627,325

セグメント利益 144,825 65,422 210,247 △178,521 31,726

③ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第３四半期累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １  金額は、製造原価によっております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第３四半期累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注)  金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. 補足情報

生産、受注及び販売の状況

(1) 生産実績

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

ソリューションサービス事業 507,799 ―

エンジニアリングサービス事業 537,450 ―

合計 1,045,249 ―

(2) 受注実績

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

ソリューションサービス事業 952,094 ― 543,087 ―

エンジニアリングサービス事業 767,693 ― 603,939 ―

合計 1,719,787 ― 1,147,027 ―

(3) 販売実績

セグメントの名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

ソリューションサービス事業 807,966 ―

エンジニアリングサービス事業 819,358 ―

合計 1,627,325 ―
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